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売上1兆5640億円 売上2670億円

2022年6月期報告
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国内・海外事業の売上・店舗数推移

(億円） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

国内事業
売上高 7,198 7,929 8,760 12,319 15,819 15,396 15,640
昨対 - 110％ 110％ 141％ 128％ 97％ 102％

店舗数 327 354 379 651 580 583 604

海外事業
売上高 407 359 655 970 1,000 1,690 2,673
昨対 - 88％ 182％ 148％ 103％ 169％ 158％

店舗数 14 14 39 42 49 84 95
合計売上高 7,605 8,288 9,415 13,289 16,819 17,086 18,313

昨対 - 109％ 114％ 141％ 127％ 102％ 107％

売上高（単位:億円）
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

国内事業 売上高 海外事業 売上高

グループ全体

海外事業
2673億円

（構成比17.1%)

海外事業
398億円

（構成比5.5%)

22年度（16年対比）海外売上・店舗数共に約7倍伸⻑

GRCYホールディングス
グループ入り

ユニー㈱ グループ入り
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■海外進出の振り返り

2006年 2月 米国ハワイ州での店舗運営を目的としてDon Quijote
(USA) Co., Ltd.がグループ入り

2013年 9月 北米及びハワイ州での店舗運営を目的として、MARUKAIが
グループ入り

2015年 1月 「TOKYO CENTRAL」1号店を米国カリフォルニア州に開設

2017年
9月 米国ハワイ州において24店舗のスーパーマーケットを展開する、

QSI,Inc.がグループ入り
12
月

シンガポール1号店「DON DON DONKI オーチャード
セントラル店」オープン

2019年
2月 タイ1号店「DON DON DONKI トンロー店」オープン

7月 香港1号店「DON DON DONKI ミラプレイス2店」
オープン

2021年

1月 台湾1号店「DON DON DONKI ⻄門店」オープン

3月 マレーシア1号店「JONETZ by DON DON DONKI Lot10
店」オープン

4月 GRCYホールディングス100%株式取得
9月 マカオ1号店「DON DON DONKI」オープン

当社海外事業のあゆみ
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海外店舗の業態は
ジャパンブランド・スペシャリティストア

日 本 専 門 店
『MADE IN JAPAN』 『MADE BY JAPAN』 『PRODUCED BY

JAPAN』 のみの商品で店づくり
※アジア事業、マルカイ事業

海外ストアコンセプト

日本 海外

ストア
コンセプト CV + D + A

（convenience＋discount＋amusement）
美味・健康・環境

業態 ディスカウントストア JAPAN BRAND SPECIALITY STORE

生鮮食品・加工食品など店内食品売上構成比85％

■国内事業と海外事業の違い（特徴）
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ハワイ︓28店舗
・Don Quijote…3
・Marukai Wholesale Mart…1
・Times(BIG SAVEその他含む) … 24

カリフォルニア︓37店舗
・MARUKAI MARKET…４
・TOKYO CENTRAL…６
・Gelsons…27

タイ︓５店舗
・DON DON DONKI…5
・鮮選寿司・・・1

シンガポール︓13店舗
・DON DON DONKI…13

台湾︓２店舗
・DON DON DONKI･･･２

マレーシア︓2店舗
・JONETZ by
DON DON DONKI…2

■当社出店状況
（※2022年10月31日現在）

海外98店舗を展開

マカオ︓１店舗
・DON DON DONKI…１

PPIHグループの海外出店戦略は、
JAPAN BRAND SPECIALITY STORE

日 本 専 門 店
※ゲルソンズ.QSIを除く

日本国内店舗数
607店舗

⾹港︓10店舗
・DON DON DONKI…１０
・鮮選寿司・・・４

日本国内外の店舗ネットワーク
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海外事業における今後の展望
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アジア事業 売上+189億円
北⽶事業 売上+98億円

※期中グループ化したゲルソンズ除く

2022年度 海外地域（業態）別数値結果



9国内売上+4.2％増、海外売上+38.4％増を計画

当社 海外中期経営計画︓定量目標
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国内は収益性の向上
海外は事業規模拡大

当社 海外中期経営計画︓定性目標



1125/6期末までに+47店舗の出店を計画

当社 海外中期経営計画︓出店計画
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当社 海外中期経営計画︓グローバルバリューチェーン
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（※2019年2月22日）

単日売上
300万円
3,000パック

タイ1号店︓トンロー店
■いちご■さつまいも

アジア29店舗（2021年7月〜2022年6月）

10億4800万円・344万点
【焼き芋】6億6000万円
【生芋】 3億8800万円

■1店舗売上・点単価 国内海外比較 ■⻘果アジア年間売上ランキング
（2021年7月〜2022年6月）

（2021年7月〜2022年6月）

海外1店舗あたり売上は、国内1店舗あたり売上の2〜7倍
点単価は1.5〜3.7倍

海外での⼈気商品事例 ⻘果部門

分類
海外/国内

1店舗あたり
売上比較

国内
点単価

海外
点単価

海外/国内
点単価比較

焼き芋 約647％ 約150円 約250円 約167％

生芋 約756％ 約230円 約520円 約226％

いちご 約241％ 約470円 約1750円 約372％
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売上構成比
【牛肉】56％
【豚肉】24％
【鶏肉】7％
【加工肉】13%

（2021年7月-2022年6月）

分類 国内
点単価

海外
点単価

海外/国内
点単価比較

牛肉 799円 1909円 239％

豚肉 467円 945円 202％

鶏肉 406円 735円 181％

■点単価 国内海外比較

海外での⼈気商品事例 精肉部門

【アジア全店の日本産牛肉年間販売実績】
約163t（前年比126％）

（2021年7月-2022年6月）

海外１店舗あたり日本１店舗の

約3倍以上の売上
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■日本産和牛を串焼きにして屋台で販売（1本30g:約290円/1本50g:約467円）

販売当初は
日販10~20本
程度と苦戦

①屋台を店舗の外へ移設
(4月は断食月で夜間屋台が賑わう）
②1本30gの安価なﾒﾆｭｰ
の追加
③有名ｲﾝﾌﾙｴﾝｻの活用

3月 4月~5月

4月実績 5月実績 6月実績

５倍

精肉のグローサラント業態︓和牛串

【マレーシア販売数推移】
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海外１店舗あたり日本１店舗の

14倍の売上
※国内サーモン取扱い230店舗

※寿司等含む

サーモン【アジア全店1か月の売上】

海外での⼈気商品事例 鮮魚部門
■鮮魚アジア年間魚種ランキング
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OP Mall Peak Galleria ISLAND RESORT 
2022年3月 2022年4月 2022年5月

1 サーモン サーモン サーモン

2 本マグロ3貫盛り ほたて ほたて

3 ほたて 本マグロ3貫盛り 本マグロ3貫盛り

4 炙りえんがわ ほたて照り焼き炙り 赤エビ

5 赤エビ 炙りえんがわ ほたて照り焼き炙り

2022年７月⼈気ネタベスト５位(香港)

日本ならではの
『魚種』・『調理⼿法』・『商品企画』

は海外顧客のニーズが高い

鮮魚のグローサラント業態︓鮮選寿司
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台湾 DON DON DONKI の日本のお⽶専門店︕
精⽶したての新潟県コシヒカリと出来たておにぎりを提供

�⼈気アイテム・ベスト5�
集計月︓2022年7月

1.いくらサーモンにぎり 
2.鰻にぎり 
3.帆⽴バターしょうゆにぎり 
4.鶏照焼マヨネーズにぎり 
5.豚生姜焼きにぎり

『日本産のお⽶』＋『日本で生まれたレシピ』
を組み合わせた商品が⼈気上位商品

⽶のグローサラント業態︓やすだ精⽶
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日本産⽶の自社消費

お⽶年間消費量25t/店
水田 35,000坪

お⽶年間消費量10t/店
水田 14,000坪

お⽶年間消費量40t/店
56,000坪

水田 1坪＝玄⽶1.4Kg 精⽶1.26Kg ※精⽶歩率・歩留︓90％
玄⽶ １Kg＝水田0.7坪 精⽶１Kg＝水田0.8坪
＜参考数値︓１ヘクタール５トン／１反=３００坪 玄米４２０kg 精米３８０kg＞
※１反で10俵（600Ｋｇ）実際は6.5~8俵（35％マイナスから20％-）
１畝（約30坪）で１俵(60Ｋｇ)１坪で2Ｋｇ。（実際は1.3ｋｇから1.6ｋｇ）

→日本の水田、⾥⼭の保全に貢献
坪換算 1店舗 10店舗 50店舗 100店舗

Don Don Donki 56,000坪 56万坪 280万坪 560万坪
鮮選寿司 35,000坪 35万坪 175万坪 350万坪
安田精⽶
冨田精⽶ 14,000坪 14万坪 70万坪 140万坪

合計 105,000坪 105万坪 525万坪 1050万坪
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有料試食 原材料（日本産品）

おにぎり

寿司

串

⽶

魚・⽶

和牛

冨
田
精
⽶

鮮
選
寿
司

和
牛
串

フ
ル
ー
ツ

大
福

大福

もち⽶
果物

■有料試⾷⼀覧

当社グローサラントを通じての有料試⾷
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●シンガポール・香港・マカオ
（価値の⾼い）他国と異なる商品

●タイ・台湾
レギュレーション対応商品

（例）タイ/FDA登録・台湾/残留農薬

●マレーシア
ハラール認証商品

●アメリカ
レギュレーション対応商品

健康志向商品
✓工場開示OK
✓成分開示OK
✓ハラール認証OK

タイ

アメリカ
台湾

マレーシア

シンガポール、⾹港、マカオ

今後の海外での商品開発
■各国の顧客ニーズに対応できるモノづくり
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各都道府県様との連携強化【地域連携協定】

『各都道府県様』

地域連携協定の締結

『弊社（PPIH）』

目的︓対象都道府県様の産品販路拡大（海外輸出）
①定期的なフェア開催などによる県産品の販路拡大
②県産品のPB商品製造による販路拡大
③産地からの直接輸出物流網構築による販路拡大
④海外から産地への顧客誘致と活性化
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締結日︓2020年9月11日 締結日︓2020年10月12日 締結日︓2020年10月20日

県内産地や県研究所と連携した海外輸
出向け新商品開発やデジタルデータの活
用を推進

⿅児島県内港湾等からの輸出促進
やフェアーを通じた
「ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ」の認知度向上を
推進

災害対応・災害からの創造的復興や
観光と物産をキーワードにした地域振
興を推進

＜和歌山県＞
締結日︓2021年3月17日
関⻄空港からの物流網構築までを視
野に入れ和歌山県産品の海外輸出を
推進

＜沖縄県＞
締結日︓2022年3月28日
沖縄県内港湾等からの輸出促進および
沖縄県産品の販路拡大

＜⿅児島県＞＜愛媛県＞ ＜熊本県＞

生産者様と連携し、各地域と連携協定を締結

＜札幌市＞
締結日︓2022年10月21日
札幌市中央卸売市場を活用した
輸出促進および北海道の原料を活用
したスイーツの開発
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2021年度 県産フェア開催実績
番号 フェア名称 開始日 終了日 日数 点数 SKU数 アイテム
1 愛媛フェア 2021/7/19 2021/11/30 134 48,046 135加工食品
2 北海道 2021/8/10 2021/8/22 12 15,237 31⻘果（メロン、野菜）
3 北海道 2021/8/14 2021/8/30 16 2,114 12⻘果（メロン、野菜）
4 熊本フェア 2021/9/1 2021/12/31 121 49,654 160加工食品
5 北海道 2021/9/11 2021/9/20 9 6,071 13⻘果（メロン、野菜）
6 和歌山フェア 2021/11/1 2022/2/28 119 15,538 183加工食品
7 東京水産物フェア 2021/11/10 2022/11/16 371 347 13鮮魚
8 愛媛フェア 2021/11/11 2021/12/8 27 16,305 71加工食品
9 ⿅児島フェア 2022/1/1 2022/1/31 30 129,917 29⻘果・鮮魚・精肉・総菜

10 ⿅児島フェア 2022/1/1 2022/1/31 30 79,951 11⻘果・鮮魚
11 ⿅児島フェア 2022/1/1 2022/1/31 30 3,286 53加工食品
12 ⿅児島フェア 2022/1/1 2022/4/15 104 15,735 187加工食品
13 ⿅児島鮮選寿司フェア 2022/1/7 2022/1/31 24 15,790 7鮮魚
14 沖縄惣菜フェア 2022/1/12 2022/2/3 22 386 17惣菜
15 熊本いちごフェア 2022/2/1 2022/2/28 27 13,302 4⻘果
16 ⿅児島カンパチフェア 2022/2/1 2022/3/13 40 17,171 8鮮魚
17 福島県フェア 2022/2/22 2022/3/13 19 1,302 48加工食品
18 北海道フェア 2022/3/1 2022/5/31 91 18,076 135加工食品
19 和歌山鮮選寿司フェア 2022/3/1 2022/3/31 30 1,560 4鮮魚
20 北海道 2022/3/5 2022/4/30 56 7,739 68加工食品
21 愛媛かんきつフェア 2022/3/15 2022/3/31 16 5,521 15⻘果
22 北海道 2022/3/16 2022/4/30 45 3,998 77加工食品
23 熊本フェア 2022/3/24 2022/4/20 27 17,230 65加工食品
24 愛媛かんきつフェア 2022/4/1 2022/4/30 29 13,434 23⻘果
25 沖縄もずくフェア 2022/4/11 2022/4/17 6 536 4鮮魚
26 和歌山フェア 2022/5/19 2022/6/15 27 11,739 56加工食品
27 東北フェア 2022/5/30 2022/6/27 28 4,600 168加工食品
28 和歌山梅フェア 2022/6/4 2022/7/10 36 3,389 5⻘果
29 ⻑野フェア 2022/6/16 2022/7/13 27 12,667 72加工食品

2021年度(7/1-3/31)
全29回開催
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137品目中89品目が⾹港初上陸

■愛媛県様産品フェア（⾹港3店舗2021年７月19日-2021年11月30日）

初回開催となったTMT店では、単店で15,000点以上を販売

各都道府県様との産品フェア開催実績
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■課題①輸出サプライチェーンの構築
現在実証実験等を活用し、地方港/空港からの輸出
を積極的に推進
実証実験にてコストのサポートがあり成⽴しているが、
現時点でコストが⾒合わない地域も存在

石狩港
苫小牧港

新千歳空港

横浜港
羽田空港
成田空港

松山港
志布志港

福岡港

仙台港

神⼾港
関⻄空港

那覇空港

【地方港からの輸出課題】

＜今後の出荷拠点＞ ※検討中
北拠点︓北海道
東拠点︓関東・（仙台）
⻄拠点︓神⼾・志布志・（沖縄）

海外輸出への課題

輸出港（空港） 輸出形態 輸出対象商品 生産地 仕向国 ステータス 課題

冷凍コンテナ 精肉 北海道 シンガポール 不定期実施 荷量が増加しない。スライス肉等の加⼯済商品も輸出可能になれば、輸出商品の幅が広がる。

冷凍コンテナ 鮮⿂冷凍品 北海道 シンガポール 不定期実施 物量及び取り扱いアイテムが増加しない。

リーファーコンテナ ⻘果 北海道 香港 不定期実施
香港への直⾏便はないが2⽇遅れ程度で到着し品質に問題はない。釜⼭経由。CAコンテナが利⽤
できれば各国への提案もできるためCAコンテナの常設が望ましい。

CAコンテナ ⻘果各種 ⽇本各地 各国 定期実施 ⽇本各地からの集荷により、横持コストの負担増に加え、収穫からのタイムラグが発生する

冷凍コンテナ 鮮⿂冷凍品 ⽇本各地 各国 定期実施 ⽇本各地からの集荷により、横持コストの負担増

空輸 鮮⿂品 ⽇本各地 各国 定期実施 羽田空港本格稼働までは成田への横持コストが発生

空輸 果実 ⽇本各地 各国 不定期実施 羽田空港本格稼働までは成田への横持コストが発生

CAコンテナ 果実 ⽇本各地 各国 定期実施 ⽇本各地からの集荷により、横持コストの負担増に加え、収穫からのタイムラグが発生する

リーファーコンテナ りんご ⻘森 各国 定期実施 ⻘森からの横持コストが発生（⼋⼾に運ぶよりはコストは安い）

関⻄空港 空輸 鮮⿂品 和歌⼭ 香港 不定期実施 生産地開拓が未実施のため、物量が乏しい

神⼾港 冷凍コンテナ 精肉 ⿅児島 香港 定期実施
船便が不安定で遅延及び抜港が多い。スライス肉等の加⼯済商品も輸出可能になれば、輸出商品
の幅が広がる。

ドライコンテナ 鮮⿂ドライ品 愛媛他 各国 定期実施 アジア各国への輸出は可だが、規制と物量の問題でUSAへの輸出が出来ていない

CAコンテナ 柑橘・野菜 四国 シンガポール トライアル 松⼭港付近に冷蔵倉庫が少ないため保管費⽤の相場が⾼い

福岡空港 空輸 いちご 熊本 各国 定期実施 福岡空港-バンコク・マレーシアへの直⾏便がないため品質の劣化が懸念される。台北経由。

志布志港 CAコンテナ ⻘果各種 ⿅児島 シンガポール トライアル CAへの早い積込は可能であるが、それが不要の冷凍品の場合フレートが倍以上かかる

沖縄 空輸（補助⾦活⽤） ⻘果各種 沖縄 シンガポール 不定期実施 補助⾦削減により利⽤回数減

石狩港

平和島港

成田空港

横浜港

松⼭港
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■メロンのアメリカ向け輸出

茨城県産アールスメロン販売開始３日で完売 
“価値”を伝えることで好評

（1個92ドル＝約1万円にて販売）

2021年11月全国で初めて
当社がアメリカにメロンを輸出︕

レギュレーション対応事例-1
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三重県の畑の写真あると最高

今後、日本産みかんの“価値”を伝
えていくため、他県様のみかんも取扱
い、日本の様々な美味しいみかんを
普及していきたいと考えております。
ぜひともご協⼒お願いいたします。

みかんのタイ向け輸出

（1）生産地域の指定及び認可
（2）生産園地の登録
（3）選果こん包施設の登録
（4）タイ側検査官による選果こん包施設等の確認
（5）収穫及び選果こん包作業
（6）輸出検査

上記に加えて、ミカンバエの検査が非常に厳しい。
日本では禁止されている薬物を使用した栽培が必須

地道な条件クリアが必要となり、
日本向け出荷分とタイ向け出荷分をしっかり
区別して栽培をしていく必要がある。

輸出までには、最低2〜3年の日数が必要。

タイへの輸出条件
現在唯一タイに
輸出できる県は三重県様のみ。

レギュレーション対応事例-2
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■種苗輸出と現地栽培に関して
レギュレーション対応事例-3

輸出品目 主な植物
検疫条件 CA HI コメント

きゅうり × △ ハワイのみ可
とまと × △ ハワイのみ可

ミニとまと × △ ハワイのみ可

⻑ネギ × 〇 ハワイのみ可

大根 輸出禁止 × 〇 ハワイのみ可

なす × 〇 ハワイのみ可

人参 × 〇 ハワイのみ可

レタス 輸出禁止 × × 輸出禁止
サニーレタス 輸出禁止 × × 輸出禁止
リーフレタス 輸出禁止 × × 輸出禁止
サラダ菜 輸出禁止 × × 輸出禁止
キャベツ 輸出禁止 × × 輸出禁止
ピーマン 輸出禁止 × × 輸出禁止
かぼちゃ × × 輸出禁止
じゃが芋 × × 輸出禁止
さつま芋 × × 輸出禁止

＜USA輸出 野菜主要品目リスト抜粋 ＞

■カリフォルニア産
対象品目
ネギ・ししとう・カブ・かぼちゃ・キャベツ・
カリフローレ・ミニトマト

■メキシコ産（テスト栽培）
対象品目
カリフローレ・大根・白菜・かぼちゃ・カブ・
キャベツ・ししとう・なす・ネギを少量栽培

『海外現地栽培』の推進

日本種苗で日本品質の海外生産の検討が必要
現地の栽培の様子
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海外における⼈口増加・消費市場は拡大の⼀途
日本の良質な⾷材を海外輸出することは日本の生産環境のみ

ならず日本の生産者の皆様を守ることに繋がります

品質/味の両面で高いレベルを誇る日本産品は、価格に関わらず
世界のどの舞台でも、あらゆる顧客からニーズがあります

生産者・流通関係者そして我が国の発展に向けて
今後も国策に資すべく邁進して参ります




